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平成２８年度第８回沼田市教育委員会会議録

１ 期日

平成２８年１１月２２日（火）

２ 場所

中央公民館学習相談室

３ 出席者

大竹孝夫教育長、笹川一良委員、保坂充勇委員、星野貴昭委員、飯田富美子委

員

４ 沼田市教育委員会会議規則第１９条第３号による出席者の職・氏名

高山正教育部長、茂木敏昭庶務課長、竹之内篤学校教育課長、小菅伸一社会教

育課長、川田正樹体育課長、平井通晃庶務課長補佐

５ 開会宣言（午後２時００分）

６ 日程第１ 会期の決定

会期は、１１月２２日の一日と決定

７ 日程第２ 会議録署名委員の指名

教育長が保坂委員を指名

８ 日程第３ 教育長報告

（教育長）

各種行事が行われ、子どもたちが活躍した。何点かご紹介したい。

・小中学校音楽発表会。子どもたちが懸命に表現する姿に感動した。

・子ども議会。高校生も初めて参加した。我々もはっとさせられる質問が多か

った。

・中体連新人県大会の卓球で男子は薄根中が、女子は沼田中が優勝した。男女

で優勝は快挙だと思う。

教職員に関しても、教育水準向上研究授業研究会及び英語教育強化地域拠点事

業授業公開で研究の成果をしっかりと発表してくれた。

予算、人事について来年度の準備が始まっている。

（教育部長）
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事業の流れが速いと、教育委員会への報告が前後することもあるが、その場合

にも事前に何らかの連絡をするのでご了解いただきたい。

（庶務課長）

・１２月の主な行事予定について

・平川小学校の跡地利用について

（学校教育課長）

・平成２８年度沼田市児童生徒学校保健活動発表会について

・平成２８年度中体連新人大会結果について

（社会教育課長）

・第１８回柳波賞の審査結果について

・第１３回おのちゅうこう「ふるさと文学賞」入賞者結果について

・第２６回全国ふきわれ俳句大会入賞者結果について

・群馬県文化奨励賞表彰について

（体育課長）

・入札結果について

・各種大会結果について

・ドイツフェンシング協会役員視察について

・市民体育館改修事業について

（保坂委員）

ドローン教習施設の使用期間はどの位か。

（庶務課長）

平成２９年度から１年間。年間で生徒１５０人を募集の予定。

（笹川委員）

使用にあたり施設に手を加えるのか。

（庶務課長）

改修はしない意向と聞いている。

（飯田委員）

市でドローン導入の考えはあるのか。教習により資格を取得すれば使用出来

るのか。

（庶務課長）

導入については把握していない。国家資格ではなく検定のようなもの。

（保坂委員）

施設は無償貸出なのか。

（庶務課長）

公益に関する事業であれば無償でも可能。

（星野委員）

施設の周辺に付加価値を付けるなど、多くの人が訪れるようにして欲しい。

（庶務課長）
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教習者の老神での宿泊など、周辺にもメリットがあると考えている。

（笹川委員）

学校保健協議会会員はどのようなメンバーか。

（学校教育課長）

校長、学校医、学校歯科医、学校薬剤師などの他、ＰＴＡ連合会、教頭会、

幼稚園長会などが含まれる。

（保坂委員）

（仮称）利南運動広場の実施設計は具体的に何をするのか。

（体育課長）

現況測量と地盤のボーリング調査及び詳細設計。

（保坂委員）

市民体育館の建築に関する都市計画上の用途地域の変更について、県の指導

はどのような状況であったのか。

（体育課長）

用途地域の変更の手続きを短期間で行うことは不可能との指導をいただいた。

（飯田委員）

現施設の改修でもフェンシングの合宿は出来るのか。

（体育課長）

現状でも実施は可能。

（保坂委員）

土砂災害に対する避難の実施基準は検討しているのか。

（学校教育課長）

学校ごとに地理的条件が異なるため、各校での対応となっている。

（保坂委員）

判断の基準となるものを示した方がいい。

（学校教育課長）

出来るかどうかも含めて研究したい。

（教育長）

他になければ、以上で終了いたします。

９ 閉会宣言（午後３時０５分）


